
『子どもの権利条例（仮称）素案』への質問・意見および市の考え方（教育委員会定例会）

(提出者人数：5人、意見件数：9件）

番号 質問・意見 市の考え方（当日の回答を踏まえ、適宜追記等しています）

1

前文について。子どもたちの言葉を取り上げた意味に言及した方が良いと思います。子どもた

ちの意見が反映して作られたもの、ということがうまく伝わるように説明されると良いのでは

ないでしょうか。

ご意見ありがとうございます。武蔵野市が、権利の主体である子どもたち自身が考

えた「子どもたちのことば」を実現できるまちを目指すことを明らかにすること

で、本市が子どもの気持ちや願いを尊重していくことを示していきたいと思いま

す。

2

９ページ「子どもの権利」について。子どもの権利条約とは少し表現が異なると思います。条

約31条の「休み、遊ぶ権利」の説明の中には、文化芸術活動に参加したりする権利が盛り込ま

れているが、条例案では「遊ぶ権利」と「休む権利」と別れており、「文化芸術活動」が抜け

ているのはなぜでしょうか。

ご意見ありがとうございます。子どもの権利条約に記載のある子どもの権利はすべ

て重要であると認識しております。ここでは、現在の武蔵野市の子どもたちは、勉

強に、習い事に、さまざまな要因で忙しいという現状があり、検討委員会でも心と

体を休めるために、或いは心身の健やかな成長のために「休む」「遊ぶ」が大事と

いう意見があったことを受けて記載しています。なお「休む権利」については、さ

まざまなご意見を踏まえ、「休息する権利」と修正します。

3

３章では、市、市民、保護者、育ち学ぶ施設の順ですが、４章では保護者、育ち学ぶ施設、市

民活動となっていて、順序が異なっています。合わせた方が分かりやすくなるのではないで

しょうか。

３章では、市の役割をはじめに記載した上で、対象としての範囲の広範な順に記載

しています。４章は子どもを支える一番大事な主体は家庭であり、その家庭を支援

するということが最も重要と考えているので家庭を最初に述べ、次に育ち学ぶ施設

という順で記載しています。

4

18ページの３つ目の○について。様々な場面で休む権利は保障されるのだから、最初に「学

校」に言及しなくても良いのではないでしょうか。

ご意見ありがとうございます。ご指摘のとおり、子どもの年齢や発達に応じ、さま

ざまな場面で子どもの権利が保障されるよう取り組みます。ご意見を受けて「学

校」を「育ち学ぶ施設」に修正します。

5

19ページの居場所について。乳幼児期の次に、学校のことだけが書いてあり、学校に属さない

子どもの部分が抜けているのではないでしょうか。

ご意見ありがとうございます。ご指摘のとおり、子どもの年齢や発達に応じ、さま

ざまな場面で子どもの権利が保障されるよう取り組みます。ご意見を受けて「学

校」を「育ち学ぶ施設」に修正します。

6

９ページ「子どもの権利」について、順番に理由はありますか。「差別されずに生きる権利」

は人権にも係るものであるし、子どもたちのアンケート結果（43ページ）でも、大切だと思う

子どもの権利として多く選ばれています。

重要な順に並べているわけではありません。「差別のないこと」は、子どもの権利

条約の4つの原則の一つであり、様々なことに関係する重要な権利であると認識して

います。

7

子どもたちの意見が掲載されている（55ページ）が、非常によく考えられていて、良い意見が

出ていると思います。機会を与えられると、子どもたちはここまで考えてくれるので、武蔵野

市として大事にしたいと思います。主権者教育とも関わってくることで、一人ひとりが市民で

あり、主権者であり、自分の考えを表明し、他者の考えを聞くことが、これからのより良い市

民生活につながっていくようにしていけると良いと改めて思いました。

ご意見ありがとうございます。子どもが子どもの権利を知るとともに、自分だけで

なく他の人の権利の大切さにつていも学ぶことができるよう取り組みます。ご意見

を今後の施策や条例の周知啓発の際の参考とさせていただきます。



番号 質問・意見 市の考え方（当日の回答を踏まえ、適宜追記等しています）

8

条例制定の過程を通じて、多くの、様々な世代の市民の方に内容を理解していただき、条例施

行を迎えて欲しいと思います。

ご意見ありがとうございます。パブリックコメントでは、子どもたちを含む多くの

市民の皆様からご意見を伺うことができました。市民が子どもの権利について理解

と関心を深める機会となったと感じています。条例施行後も、子どもの権利の周知

啓発に努めてまいります。

9

「子どもの参加」について期待をしています。学校の様々な教育活動の中でも、子どもたちが

参加をする、決定に関与するという経験を積むことが大事だと思います。条文においても、日

常の教育活動の中でも、子ども達の参加や決定への関与を取り入れていくことが必要だとい

う、学校の理解につながるような記載としてもらいたいと思います。

ご意見を受けて「子どもの参加」の部分に、決定への関与についての記載を追加し

ます。


